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成長率は6.8％と前年の5.9％から拡大した（表１）。人口規模がASEAN の中でインドネシアに次ぐ 2 番目の規模




 08 年 09 年 10 年 11 年 12 年 13 年 14 年 15 年 16 年 *17 年 
フィリピン 4.2 1.1 7.6 3.7 6.7 7.1 6.2 5.9 6.8 6.8 
インドネシア 7.4 4.7 6.4 6.2 6 5.6 5 4.9 5 5.1 
シンガポール 1.8 △0.6 15.2 6.2 3.9 
 
5 3.6 1.9 2 2.2 
タイ 1.7 △0.7 7.5 0.8 7.2 2.7 0.9 2.9 3.2 3 
マレーシア 4.83 △1.5 7.5 5.3 5.5 4.7 6 5 4.2 4.5 
ベトナム 5.7 5.4 6.4 6.2 5.2 5.4 6 6.7 6.2 6.5 
ミャンマ  ー 3.6 5.1 5.3 5.6 7.3 8.4 8 7.3 6.3 7.5 












行う「IT 系アウトソーシング」など多様なサービスを含んだ IT – BPO (IT－Business Process Outsourcing)の代
表的な拠点となっている 2)。ボイス系BPO 分野については、2010 年にインドを抜いて世界第 1 位となっており、
非ボイス系BPO 分野でもグローバルサービス・デリバリーの拠点として世界第 2 位となっている 3)。 







































めているファーストリテイリングが地元のコングロマリット型企業グループの SM Retail. Inc.（26％出資）と合
弁会社を設立し、2012 年 6 月にユニクロ 1 号店をオープンした。2015 年 12 月末で 50 店舗に拡大させ、全て直
営で運営している。SM グループは外国企業と合弁会社を設立している主な地元企業グループであり、ユニクロと




  SM グループ（シー財閥ともいう）とともに、小売業において最大の市場シェアを占めているのがRobisons グ
ループ（またはゴコンウェイ財閥）、Ayala グループ（アヤラ財閥）である（表 2）。ゴコンウェイ財閥は大創産業





グループ名 小売企業名 業態 店舗名 
SM Investments Corp. 
(シー財閥) 
SM Retail Inc. デパート The SM Store 
スーパーマーケット SM Supermarket 
ハイパーマーケット SM Hypermarket 
ディスカウントストア Save More 
モール SM City, SM Supermall, 
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専門店 UNIQLO, Foever21, 
Toykingdom, Watsons 
など 
JG Summit Holdings. 
Inc. 
（ゴコンウェイ財閥） 
Robinsons Retail Group. デパート Robinson Department 
Store 
スーパーマーケット Robinsons Supermarket
モール Robinsons Mall 
コンビニエンスストア Mini Stop 
専門店 Handyman, Toys”R”Us, 
Saizen, True Value, 
Shiseido 等 




モール Glorietta, Greenbelt, 
Trinoma, Ayala Center, 
Cebu 等 







てはじめて「小売自由化法（The Retail Trade Liberalization Act of 2000）」が制定され、外資による小売市場参
入が条件付きで可能となった。 
しかし、実態としては地元企業による流通および不動産における影響力、また関税局や国税局といった政府機関
対応の障壁から、単独投資での小売参入は例を見ない 。2013 年に公布された外資規制改正案では 、第一に、「議
決権のある株式」に占める外資比率が同じく業種ごとに定められた上限を下回っていること、第二に、「全株式」
に占める外資比率が同じく業種ごとに定められた上限を下回っていること、の両方を満たす必要があるとしている
5)。外資 100％の参入の場合、払込資本金が 250 万ドルで 1 店舗当たりの投資額が 83 万ドル以上であること、ま
た親会社の純資産が 2 億ドル以上という条件がついている 6)。さらに、世界 5万件以上の小売店舗もしくはフラン






ャイズ（以下 FC で略称）契約を結んでいる 8)。具体的には、2015 年 3 月に 1 号店を開店している CoCo 壱番屋


















のうち、ファミリーマートは伊藤忠商事、地元資本との合弁会社を通じて 2013 年4 月に1 号店を開店した。また、






   
表３．フィリピンにおけるコンビニ各社の市場シェア（2015-2016） 
企業名 店舗数 市場シェア(％) 
2015 2016 2015 2016 
セブン‐イレブン 1,602 1,995 50 63 
ミニストップ 532 499 16 16 
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ファミリーマート 114 100 4 3 
サンミゲルフードアベニュ  ー
(San Miguel Food Avenue)  
86 58 81 2 
アルファマート (Alfamart) 81 130 2 4 
ローソン（Lawson） - 27 - 1 
サークルK (Circle K) 4 8 0 0 
マンステリフィック（Munsterific） - 25 - 1 
クィックスマート（Quixmart） - 24 - 1 
アイマート（i-Mart） - 39 - 1 
ダバオセントラルコンビニエンスストア（Davao Central 
Convenience Store） 
- 107 - 3 
エイチビワン（HB1） - 29 - 1 
マーキュリードラッグ（Mercury Drug, 24 時間営業） 816 111 25 4 
合計 3,235 3,152 100 
出所：セブン‐イレブン・フィリピン、SEC Form, 2015/2016 Annual Report, www.7-eleven.ph//corporate/company-
























アルファマートを運営するスンブル・アルファリア・ドリジャヤ（PT Sumber Alfaria Trijaya Tbk, 以下、SAT）
は、地形的にも共通点が多く本国の強みが十分生かされるフィリピンでの事業を始めるために 2014 年に 35％を
出資し SM インベストメンツと合弁会社を設立した。同社は従来のコンビニより小規模で生活必需品を取り扱っ
ている「ミニマーケット」という形態で差別化を図っており、2016 年末時点で 210 店を展開している 13)。 
ASEAN 諸国でセブン・イレブンが圧倒的な存在感を見せているものの、インドネシアのコンビニ市場だけが異































SM インベストメンツが発表した 2015 年の中間報告では、純利益が前年同期比 10％増の 135 億ペソ（約 2








創業者のヘンリー・シ （ー施至成・Henry Sy）は1924 年に中国福建省・厦門の貧しい家庭で生まれ、幼い頃
に両親とフィリピンに移住してきた。事業の始まりは 1958 年の靴屋の開店に遡る。SM の名は Shoe Mart か
ら来ている。次第に規模を拡大し、1972 年フィリピンで最初のデパート SM Quiapo をオープンした。以後、


































Ⅳ 外資の参入障壁  
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